
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北信地域） 

令和４年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 若者も手軽に♪ゆ～ゆ～カードポイントをスマホアプリで貯めよう！ 

事業主体 

（連絡先） 

野沢温泉スタンプ会 

下高井郡野沢温泉村大字豊郷 9622-2 

事業区分 （６）エ 商業の振興 

事業タイプ  ソフト 

総事業費   1,672,000 円（うち支援金：1,254,000 円） 

 

①ゆ～ゆ～カード（カード・アプリ

版）利用者の増加 

②村内消費額の増加 

※自己評価【 B 】 

【アプリ版・Apple ストア画像】 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

①新カードの発行枚数 2,250 枚 昨年より 319 枚増 

野沢温泉村村民 3,471 名のうち 1,881 枚が村民への発 

行であり約 54％の村民がカードを持っている 

※カードとアプリ版は連携できるためカード、アプリ

版併用利用者は把握できないが、アプリ版のみ利用者

は 47 名いる。 

②ポイントベースでの R3 年 11 月~R4 年 2 月までの消

費額は 60,119 千円で前年同期 51,643 千円より 8,476

千円（16.4％）増加した。 

 

 

野沢温泉スタンプ会では発行している「ゆ～ゆ～カー

ド」をスマートフォンでも利用できるように、スマート

フォン対応の「ゆ～ゆ～カードアプリ」を導入した。 

①スマートフォン対応アプリのシステム開発導入 

②誰でも無料で、AppleStore、GooglePlay からダウン 

ロードして利用ようにした。 

③加盟店で既存のタブレットに会員の QR コードを読み

込むことで通常のカードと同じ事ができる 

④既存のカードとスマホ版を連携させて一人で同じカ

ードとして利用できる。 

スマホを扱う事の多い人たちに向けてスマホ版ゆ～ゆ

～カードを広めることで地域の活性化を図った。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 ゆ～ゆ～カード会員、取扱い店舗を増やすため説明を行っていく。アプリ版導入が遅れてしまったため、導入

が野沢温泉村の繁忙期と重なってしまい、加盟店への操作説明等が不十分な部分があった、今後説明会、操作方

法など役員で分担を行い徹底していく。アプリ版利用者にはクーポン機能やポップアップ広告機能も利用しアプ

リ版ならではの地域活性化を図っていく。カードの発行にはカード費用のコストが掛かるため観光客への発行は

控えていたが、アプリ版はカード費用が掛からないため数多くの発行を行う事ができる、今後は観光客に向けて

も積極的にゆ～ゆ～カードの発行を行っていく。 

 

【理由】 

・ゆ～ゆ～カードの利用者が増加

した。 

・村内の消費額を増加することが

出来た。 

・アプリ、機器操作の周知に不足が

あった。 


